
新座市新型インフルエンザ等対策本部会議（第２０回） 

 

１ 日時   令和２年１１月１７日（火）／午前１１時１５分～１１時５０分 

２ 場所   本庁舎４階庁議室 

３ 出席者  別紙１のとおり 

４ 概要 

⑴ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業の進捗状況に

ついて（令和２年１１月１日時点） 

・ 事業は４割弱が完了しており、事業費全体では約１０億円の執行額と 

なっている。また、一部、事業の実施見送りや申請受付期間を延長するな

ど、当初の予定から変更が生じる事業がある。 

  ・ 個々の事業によっては、当初予定していた事業費を大きく下回るものが 

あるため、全体の事業総額は２～３億円の減が見込まれるが、国の交付上

限額（約１３．２億円）を下回ることはないものと推測している。引き続

き事業の進捗状況を注視していく。 

  

⑵ その他 

○ 年末年始の感染拡大防止について【総務部】 

・ 職員に対し、年末年始の休暇の前後にまとまった休暇の取得を推奨

し、帰省等の外出の分散化を図るとともに、政府が提言する「感染リス

クが高まる５つの場面」等を参考とした感染予防策の徹底を促進する。 

・ これに伴い、年末年始の前後に行われる業務や事業を見直すこととし

ており、既に市長年頭挨拶を動画配信とすることや、年始（１月４日）

の幹部連絡会議の開催を８日に変更することを予定している。 

・ また、市民に対し市役所窓口における３密の回避のための、年末年始 

 における分散来庁の周知を図る。 

・ なお、再び感染拡大傾向にあるので、各所属でコロナ対策推進員を中 

 心に引き続き感染予防対策に努めていただきたい。 

 

○ 高齢者へのＰＣＲ検査助成事業について【いきいき健康部】 

  ・ 来る１２月議会に事業費の補正予算案を提出する。来年１月からの実  

   施に向け、現在、委託先や検査の基準単価等の調整を進めている。 

  ・ 関連して、現在、国からコロナワクチン接種が可能となり次第、速や 

かに実施できる体制整備の要請がきている。今後、プロジェクトチーム

の設置等の市の組織体制整備も必要と考えている。 
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